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市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

　
　

歩
行
者
の
安
全
を
図
る

た
め
の
横
断
歩
道
橋
が
、
大

き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
際
、

管
理
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、

崩
壊
し
、
道
路
を
ふ
さ
い
で

し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
緊
急
避
難
や
援
助

物
資
の
運
搬
な
ど
に
支
障
を

来
し
、
安
全
が
保
た
れ
な
く

な
る
が
、
保
守
点
検
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　

　
　

現
在
、
市
内
に
は
歩
道

橋
が
14
橋
設
置
さ
れ
て
お
り
、

市
管
理
の
歩
道
橋
は
３
橋
、

国
が
４
橋
、
県
が
７
橋
と
な

っ
て
い
る
。
点
検
は
平
成
26

年
の
道
路
法
改
正
に
よ
り
、

５
年
に
一
度
の
定
期
点
検
が

義
務
と
な
り
、
市
管
理
の
３

橋
は
、
平
成
30
年
度
に
定
期

点
検
を
実
施
し
た
。
今
後
も

計
画
的
に
定
期
点
検
を
行
う

ほ
か
、
職
員
に
よ
る
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
も
実
施
し
、
引
き

続
き
日
常
点
検
も
行
う
。

　
　

泉
小
学
校
前
の
歩
道
橋

に
つ
い
て
は
、
著
し
く
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
が
、
市
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

架
設
後
、
37
年
が
経
過

し
て
お
り
経
年
劣
化
も
進
ん

で
い
る
。
本
格
的
な
修
繕
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
年

度
、
修
繕
に
向
け
た
工
事
設

計
を
行
う
。

　
　

特
に
夏
季
に
お
け
る
避

難
場
所
に
つ
い
て
、
冷
却
設

備
の
整
っ
た
施
設
が
必
要
と

考
え
る
が
、
暑
さ
対
策
に
つ

い
て
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

埼
玉
県
が
、
一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
冷
凍
空
調
工
業

会
と
締
結
し
た
災
害
時
に
お

け
る
空
調
設
備
の
応
急
対
策

に
関
す
る
協
定
に
お
い
て
、

空
調
設
備
を
貸
与
・
提
供
し

て
も
ら
い
、
対
応
し
た
い
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の

空
調
設
備
の
設
置
は
。

　
　

費
用
面
に
お
い
て
、
現

実
問
題
と
し
て
は
難
し
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例

○
ゴ
ミ
集
積
所
に
つ
い
て

問

問問

問 答

答 答答

安 全 と 防 災

歩
道
橋
の
保
守
点
検
と
改
善
及
び

夏
季
に
お
け
る
避
難
所
に
つ
い
て

橋
　
本
　
祐
　
一

（
み
ら
い
）

　
　

行
田
市
に
在
住
の
外
国

人
市
民
の
人
口
は
８
月
１
日

現
在
で
１
６
６
８
人
、
９
２

３
世
帯
で
、
近
年
、
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
市

民
の
割
合
は
５
年
前
に
は
1.4

％
だ
っ
た
が
、
現
在
は
2.0
％

に
上
昇
し
て
い
る
。
外
国
人

市
民
は
ど
の
よ
う
な
国
籍
か
。

　
　

ブ
ラ
ジ
ル
が
最
も
多
く

３
９
０
人
、
次
い
で
ベ
ト
ナ

ム
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
、
韓
国
、
台
湾
、
ネ
パ

ー
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
等
で
あ
る
。

　
　

市
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
る
生
活
の
ガ
イ
ド
に
は
自

治
会
や
衛
生
協
力
会
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
る
か
。

　
　

自
治
会
加
入
を
進
め
る

チ
ラ
シ
が
あ
る
が
日
本
語
版

の
み
で
あ
る
た
め
、
大
泉
町

の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
て

今
後
、
検
討
し
た
い
。

　
　

小
中
学
校
の
外
国
人
児

童
生
徒
数
と
多
言
語
対
応
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

　
　

小
学
校
が
53
人
、
中
学

校
が
20
人
。
日
本
語
の
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
に
対
し
て
、

日
本
語
加
配
教
員
等
が
学
習

支
援
や
他
の
子
ど
も
た
ち
と

遊
ぶ
時
の
補
助
を
し
て
い
る
。

　
　

外
国
人
市
民
の
年
齢
別

の
人
口
を
調
べ
る
と
学
校
に

通
え
て
い
な
い
子
ど
も
が
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
就
学
の

促
進
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

本
市
へ
転
入
の
際
に
入

学
案
内
を
配
布
し
た
り
、
小

中
学
校
入
学
時
に
全
家
庭
へ

入
学
通
知
を
送
付
し
て
い
る
。

　
　

そ
れ
ら
通
知
文
書
の
多

言
語
の
対
応
は
。

　
　

平
仮
名
を
使
う
な
ど
簡

単
な
文
書
に
は
な
っ
て
い
る

が
、
多
言
語
対
応
は
行
っ
て

い
な
い
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
市
民
プ
ー
ル
の
今
後
、
学

校
プ
ー
ル
授
業
の
官
民
連
携

に
つ
い
て

○
空
き
家
バ
ン
ク
の
民
間
委

託
に
つ
い
て

問問

問問問 答答

答 答答

多 文 化 共 生

行
田
市
の
多
文
化
共
生
の

　
　
　
　 

取
り
組
み
に
つ
い
て

野
　
本
　
翔
　
平

（
新
政
策
研
究
会
）

　

国
は
、
子
育
て
世
帯
を
応

援
し
、
社
会
保
障
を
全
世
代

型
へ
抜
本
的
に
変
え
る
た
め
、

幼
児
教
育
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の

対
象
範
囲
が
示
さ
れ
た
。

　
　

認
可
外
・
企
業
内
保
育

施
設
の
現
状
、
対
象
、
保
育

の
必
要
性
の
認
定
は
、
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　

市
内
の
認
可
外
１
施
設
、

事
業
所
内
４
施
設
、
全
て
が

無
償
化
の
対
象
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
施
設
を
含
め
た
保
育

施
設
の
無
償
化
の
条
件
は
、

保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
　

例
え
ば
、
認
可
外
や
幼

稚
園
の
延
長
保
育
で
の
無
償

化
は
、
新
た
に
保
育
の
必
要

性
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
鴻
巣
行
田
北
本
環
境
資
源

組
合
に
つ
い
て

　
　

小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
焼
却
炉
の
現
状
は
。

　
　

稼
働
か
ら
35
年
が
経
過

し
、
安
定
し
た
ご
み
処
理
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

新
施
設
の
建
設
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

　
　

広
域
化
に
よ
る
新
施
設

予
定
地
に
対
し
、
市
長
は
疑

義
を
唱
え
た
。
合
意
に
向
け

た
協
議
、
３
市
の
合
意
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
　

広
域
で
事
務
を
進
め
る

こ
と
で
、
市
民
負
担
を
抑
え

ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。　
　

基
本
合
意
の
補
則
に
、
疑
義

が
生
じ
た
時
は
３
市
で
協
議

の
上
、
決
定
す
る
と
あ
る
。

総
事
業
費
を
抑
え
る
観
点
か

ら
、
鴻
巣
市
内
へ
の
建
設
に

こ
だ
わ
ら
ず
検
討
す
べ
き
と

提
案
し
た
。

　
　

広
域
化
後
の
ゴ
ミ
回
収

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

ゴ
ミ
収
集
は
、
３
市
が

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
。
収
集

方
法
や
有
料
化
等
の
方
針
に

つ
い
て
は
、
行
田
市
リ
サ
イ

ク
ル
審
議
会
に
諮
問
し
、
市

民
目
線
で
協
議
し
て
い
た
だ

き
、
答
申
を
受
け
決
定
す
る
。

問

問問

問問 答答答

答答

子 育 て 支 援

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

始
ま
る

江
　
川
　
直
　
一
　

（
公
明
党
）


